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しては、平均正答率の差を用いて Mann-Whitney の U 検定により各群を比較した。 
 
結   果 
 












考   察 
 
 HHW+W 群で夜間のエアコン使用時間が改善したのはペットボトル水に熱中症予
防のメッセージをつけて反復して配送することで、熱中症に対する予防意識が高まっ
た結果と考えられた。さらに、HHW+W 群では、配送業者や民生委員などによる訪問
を受けることで、熱中症対策意識が高まった可能性がある。また、HHW+W 群で水分
摂取の頻度が大幅に改善したことは、ペットボトル水の配送自体が水分摂取の意識を
直接高めた可能性があると考えられる。 
 一方で多くの高齢者が、熱中症対策として扇風機使用のみで効果があると考えてい
ることが示唆された。しかし、我が国のような高温多湿の気候条件では、扇風機のみ
で十分な熱中症予防となるとは言い難く、エアコンとの併用を積極的に推進していく
必要がある。 
 
 熱中症予防情報の配信により、高齢者の熱中症予防に関する行動変容がみられた。
また、ペットボトル水の宅配を追加することで、新たな行動変容に結び付き可能性が
示唆された。地域レベルで熱中症予防情報を配信するだけでなく、個別に熱中症対策
を行うことで予防効果が期待できることが示された。 
 
 
